
部活動地域展開の現状と今後の流れについて 令和７年７月１日
学校教育部保健体育課

国の動向

●将来にわたって生徒が継続的にスポーツ・文化芸術活動に親しむ機会の確保・充実
●学校単位で部活動として行われてきたスポーツ・文化芸術活動を、地域全体で関係者が
連携して支え、生徒の豊かで幅広い活動機会を保障

●スポーツ・文化芸術施策を推進する中で、部活動改革も計画的に進められることを期待

１ 本市の取り組み（R4～R5）

一歩進めるために、第四中学校におけるモデル事業をスタート。

令和４年にスポーツ庁及び文化庁から「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン」が示され、本市としては令和
４年度から検討をスタートさせました。令和６年度までの取り組みと、本年度以降の流れについては、以下の通りです。

国・県の動向を踏まえ、本市では以下のように取り組んできました。

＜改革の理念＞

＜国の目指すスケジュール＞

R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13

改革推進期間

「地域スポーツ・文化芸
術活動創造と部活動改革
に関する実行会議」
最終とりまとめ

改革実行期間（前期） 改革実行期間（後期）

中
間
評
価

原則、全て
の学校部活
動において
休日の地域
展開の実現

・「地域移行」から「地域展開」に
名称変更

・現時点で着手していない地方公共団
体においても休日の地域展開に着手

・休日における地域の環境整備を推進
・関係者を集めた協議会など体制整備

前期において活動の
在り方や課題への対
応策等の検証

改めて取組方針を定
め、平日の地域展開
も含めた更なる改革
を推進

R4 市川市の部活動地域移行検討協議会を設置、開催

R5

●事業の方針、第四中学校におけるモデル校イメージ等を検討
●市川市webページにて「学校部活動の地域移行について」リーフレット公開

東部総合型地域スポーツクラブ※の設立

※総合型地域スポーツクラブは、多世代（子どもから高齢者まで）、多種目
（様々なスポーツを愛好する人々が）、多志向（それぞれの志向・レベルに
合わせて参加できる）という特徴を持ち、地域住民によって、自主的・主体
的に運営されているスポーツクラブです。

＜第四中学校におけるモデル事業＞
女子バスケットボール部、陸上部、剣道部、男子ソフトテニス部、
サッカー部の５つの部活動において、休日の地域クラブ活動を開始

成

果

課

題

・部活動顧問の負担軽減
・専門的な指導を受けることで
参加生徒の意欲向上

・地域展開に対する保護者からの
理解の確立

・学校・保護者・クラブ指導者
の連絡調整を行う組織が必要

・持続可能なクラブ活動を維持
するための受益者負担等の検討

・新たな地域クラブ指導者の確保

２ 本市の取り組み（R6 9月～）

３ 今後の流れについて（予定）

R7

•調整組織（保体）設立、全市的な地域展開開始（９月～）
四中モデル含め３５部活（３５人）からスタート（予定）

•検討会設立➡受益者負担の時期・金額等検討

R8
•文化部における地域クラブ化着手

•クラブでの大会出場制度や、土日の指導をしたいという教師に
対し、兼職兼業による実施を検討

R9
•クラブのカテゴリー分け着手

•参加生徒の受益者負担開始

R10
•一部クラブで平日の地域展開着手

•休日の完全クラブ化完了（９月）、中間評価実施

国
の
改
革
実
行
期
間
（
前
期
）

休日の生徒の活動場所の
割合の想定（イメージ）

文化系

運動系

文化系

運動系

文化系

運動系

文化系

運動系

0% 50% 100%

令和１０年以降は、改めて取組方針を定め、平日の地域展開に
ついて検討し、更なる改革を進めていく予定です。

中間評価 ●全ての関係者を対象としたアンケートの実施
●成果と課題の分析、課題への対応策等の検証

※指導者による聞き取り
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